
 
 

AAEEの主な活動（2016年～2017年） 
 
1. NJEP（Nepal Japan Exchange 

Program） 
　8月下旬の２週間にかけてネパールにお
いて行われた学生交流プログラム。貧困層
の村でのホームステイや、現地小・中学校
訪問を通じて、特に貧困問題に焦点を当て
た活動を行いました。 

 
2. VJEP (Vietnam Japan Exchange 

Program) 
８月下旬の２週間にベトナムにおいて
行われた学生交流プログラム。伝統文
化継承についてリサーチ活動を行い、
現地の高校や大学で結果と考察を発表
しました。また、枯葉剤被害者グエ
ン・ドク氏（ベトちゃん、ドクちゃん
として知られている）の講演を通じて
戦争についても議論しました。

 
 

3.  Youth Exchange)VJYE (Vietnam Japan 
９月上旬の２週間にかけてベトナムに
おいて行われた学生交流プログラム。
ホーセン大学と共催しました。大学で
の講義や市内のゴミ拾い、公園での自
作のゴミ箱設置活動など、特に環境問
題に焦点を当てた活動を行いました。 

 
4. Mero Sathi Project 

2015年４月２５日に大地震に襲われた
ネパールの復興の一助となることを目
指して日本の大学生が主体となって立
ち上げ。ネパールや東南アジア地域の
大学生と協力して取り組むプロジェク
トです。アジア教育交流研究機構（ア
ジア地域における学生交流推進を目的
とする一般社団法人）、東京経済大
学、上智大学、啓明学園中学校高等学
校（文部科学省スーパーグローバルハ
イスクールアソシエイト指定校）、が
趣旨に賛同し積極的に支援をしまし
た。 
＜具体的な支援活動＞ 
・ 地震当日にネパールに応援メッ

セージ配信 
・ 「ネパール緊急支援プロジェク

ト」を開催 
・ 募金活動 
・ 大学生協でのMero Sathiリストバ

ンド販売 
・ 被災地からの状況報告 
・ 被災地支援＋学生交流プログラム 

 
 

5. グエン・ドク氏を招いた講演会 
ベトナムで行われたVJEP・VJYEのプ
ログラムの一環としてグエン・ドク氏



 
 

をお招きし、講演会を開催しました。
戦争被害者という目線から、ドク氏自
身の体験談や平和への思いなど、貴重
なお話を伺うことができました。 

 
 
 

6. 「JICA地球ひろば設立10周年記念感謝祭」 
５月にJICA主催で開催された当イベン
トにて、セミナーを開催しました。当
機構の目的や活動内容の紹介、２月に
行われたネパールでの学生交流プログ
ラムの活動報告をさせていただきまし
た。 

 
7. 「JICA地球ひろば設立10周年記念　国

際協力団体応援企画（ファンドレイジン
グ編）＆交流会」 
10月にJICA主催で開催された当イベン
トにて、当機構学生メンバーより当機
構の概要と、VJEPの活動紹介をさせて
いただきました。 
講演では国際協力団体が活動する上で
不可欠であるファンドレイジングにつ
いて多くの学びを得たとともに、他団
体と活動の情報交換も行うことができ
とても有意義な時間となりました。 

 
8. 定例勉強会 

8月・９月のネパールやベトナムでの
現地活動に向けて、４月から定期的に
メンバーで自主勉強会を行いました。
現地について知識を深めるだけでな
く、プログラムに参加するにあたって
のマインドセットなどについても学
び、議論しました。 

 
 

9. 中央線内の広告掲載 
東京経済大学の紹介として、当機構
代表理事が指導する東京経済大学関
ゼミナールが広告に掲載されまし
た。当広告ではゼミナールの活動内
容として昨年AAEEと共同で活動して
いたMero Sathi Projectも紹介されて
います。当広告は１０月いっぱいJR
中央線にて掲載されます。

 
 



 
 
10.「パートナーシップの輪を築こう～14
　　年後の持続可能な世界を目指して」　
　　　　　　　（外務省後援、JICA後援） 
SDGsをテーマに掲げた今年度の活動の総
括イベントを開催しました。「国境なき医
師団」派遣医師としてご活躍されていた山
本嘉昭先生にご講演いただきました。ま
た、８月・９月にかけてネパールとベトナ
ムにて実施された３つのプログラムの活動
報告と、日本メンバーによるパネルディス
カッションを行いました。 
最後にMero Sathi Projectの復活宣言がなさ
れました。 

 
 
11. Mero Sathi Project Feb　第2弾 
２月下旬から２週間にかけてネパールにおい
て行われた学生交流プログラム。 
ヤギ小屋プロジェクトの現地調査や、現地民
族の家庭でのホームステイなどの活動を行い
ました。また、カトマンズ大学において
SDGs学生プレゼンコンテストを主催しまし
た。 

 
 
12.「SDGsから考えるアジアの学生と 
　　未来」 
　　（外務省後援、JICA地球ひろば後援） 
２月に行われたネパールプログラムの報告、
昨年度ベトナムプログラムの紹介、関代表理
事による基調講演、そしてパネルディスカッ
ションが行われました。「人との繋がり」を
考えさせられるような発表から、AAEE のツ 
アーでは学生交流に最も重点を置いていると
いうことを再確認する機会となりました。 

 
 
13. Mero Sathi Project チャリティー講演会 
6 月29 日、東京経済大学にてネパール支援家   
であり当機構理事の垣見一雅氏(通称OKバジ)
をお招きし、「Mero Sathi Project チャリ     
ティー講演会」を開催しました。第１部では
『ネパール基礎知識』、第２部の講演会では
『ネパールの貧困村で暮らした23年間〜村人
たちから得た教訓〜』という演題で、現地の
人々を「尊敬する」「感謝する」という、垣
見氏ならではの支援の徹底した心がけについ
て貴重なお話をいただきました。 

 
 
 
14. Mero Sathi Project Aug 第3弾 
8月にネパールで行われた2週間の学生交流プ
ログラム。シックレスでの２日間のホームス
テイや、フードエクスチェンジプログラムを
通して、現地学生との文化交流や、ネパール
の小学校、聾学校の訪問で様々な方と交流を
しました。 



 
 

 
 
15. VJEP　(Vietnam Japan Exchange 
       Program) 
８月下旬の２週間にベトナムにおいて行われ
た学生交流プログラム。SGGsを主要テーマ
として、特にグローバルパートナーシップの
構築にフォーカスを当てて様々な活動に協同
で取り組みました。両国の学生たちにとって
かけがえのない思い出となりました。 

 
 
16. Mero Sathi Project Sep 第4弾 
９月上旬の２週間にかけてベトナムにおいて
行われた学生交流プログラム。６か国、地域
出身（日本、中国、香港、フィリピン、ベト
ナム、マレーシア）の学生からなる日本の大
学生チームと、180 名の応募者の中から選ば 
れたネパール人大学生による12日間の合同合
宿。これまでになくマルチカルチャーで学び
の多いプログラムでした。 

 

 
17.「アジア地域での学生交流　現地をみつ
める、若者と共に考える～想像から現実へ
～」開催 
　　（外務省後援、JICA地球ひろば後援） 
8月にベトナムで行った
VJEP2017(Vietnam-Japan Exchange Program)   
とネパールにて行ったMelo Sathi Project 8     
月・9月の合わせて３つの国際学生交流プロ
グラムの活動報告を中心に行いました。参加
者は104名。会場が満員になるほど多くの方
に参加いただき、大盛況でした。 
特にベトナム・ネパール各活動報告では、そ
れぞれの体験を通して学んだことをチームと
して、また個人として発表してもらい、来場
者と共に議論を深めました。リーダーシッ
プ、異文化交流とは何か、また現地に行って
見つめ直した私たち自身の課題など深く考え
ることができたイベントとなりました。 
同時に本イベントにて、来年2月に開催する
ネパールでの新Melo Sathi Projectの始動並び   
にエントリー開始を発表しました。 

 
 
18. ベトナムにおける準備活動 
2017年12月26日から30日までの5日間、AAEE
代表、関昭典とAAEE日本学生リーダー、望
月千里はAAEEベトナムを訪問しました。 
2018年夏のVJEPに向け、新体制のメンバー
選考を行いました。また、現地のパートナー
大学（Ho Chi Minh University of Economics)         
の先生方とプログラム内容やサポート体制に
関する議論を重ねました。さらに、選考に合
格したプログラムオーガナイザーへの研修会
も行いました。 

 
 
 
 


